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全
体
で
低
下
も
投
資
意
欲
強
い

　

二
〇
一
七
年
上
半
期（
一
～
六
月
）の

農
業
全
体
の
景
況
感
を
示
す
景
況
Ｄ
Ｉ

は
、調
査
開
始
以
来
の
最
高
値
と
な
っ
た

一
六
年
の
二
〇
・
〇
か
ら
八
・
〇
ポ
イ
ン

ト
低
下
し
、一
二・〇
と
な
り
ま
し
た（
図

１
）。

　

こ
れ
は
、販
売
単
価
の
低
下（
二
六・一

→
〇
・
四
）と
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇（
▲
一

九・一
→
▲
二
〇・九
）を
背
景
に
、収
支・

資
金
繰
り
が
悪
化
し（
収
支：一
六・七
→

一
〇
・
〇
、資
金
繰
り
：
一
五
・
五
→
九
・

一
）、そ
の
結
果
、景
況
Ｄ
Ｉ
が
悪
化
し
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す（
図
２
）。

　

な
お
、景
況
Ｄ
Ｉ
、収
支
Ｄ
Ｉ
、資
金
繰

り
Ｄ
Ｉ
の
い
ず
れ
も
プ
ラ
ス
値
を
維
持
し

て
い
る
こ
と
、設
備
投
資
Ｄ
Ｉ
は
一
六
年

の
最
高
値
三
・
六
を
更
新
し
、一
二
・
二
ま

で
上
昇
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、総
じ
て
好

況
感
は
続
い
て
い
る
と
言
え
そ
う
で
す
。

　

業
種
別
で
は
、畑
作（
▲
一
七
・
六
→

六
・
〇
）の
景
況
Ｄ
Ｉ
が
大
幅
に
改
善
し

ま
し
た
。こ
れ
は
一
六
年
の
北
海
道
の
台

風
被
害
か
ら
の
回
復
を
反
映
し
た
と
見

ら
れ
ま
す
。

　
一
六
年
に
続
き
販
売
単
価
が
好
調
な

果
樹（
二
五・六
→
二
四・八
）、茶（
一
一・

一
→
一
三
・
八
）や
、春
先
か
ら
七
月
に
か

け
て
順
調
に
生
育
が
推
移
し
た
露
地
野

菜（
一
四
・
七
→
一
七
・
〇
）は
堅
調
に
推

移
し
ま
し
た
。

　
一
方
、施
設
野
菜（
二
六・三
→
八・九
）、

施
設
花
き（
一
一
・
八
→
▲
二
二
・
二
）の

景
況
Ｄ
Ｉ
は
大
幅
に
悪
化
し
ま
し
た
。背

景
に
は
光
熱
動
力
費
な
ど
の
生
産
コ
ス

上半期・通年見通し
プラス維持も低下
労働力不足により

設備投資の意欲増

日本公庫の農業資金をご利用いただいているお客さ
まを対象に、２０１７年上半期農業景況に関する調査
を行いました。結果概要をご紹介します。
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Report on research

情報戦略レポート

●

ト
の
上
昇
、天
候
不
順
に
よ
る
品
質
の
低

下
や
出
荷
時
期
と
需
要
期
の
ず
れ
な
ど

に
よ
る
販
売
単
価
の
下
落
の
影
響
が
あ

り
そ
う
で
す
。キ
ノ
コ（
一・一
→
▲
一
八・

九
）も
販
売
単
価
の
下
落
で
大
幅
に
悪

化
し
ま
し
た
。ま
た
、稲
作
は
北
海
道（
▲

四
・
九
→
▲
一・
一
）、都
府
県（
二
三
・
六

→
四・六
）と
も
に
、調
査
時
で
は
多
く
が

未
収
穫
と
あ
っ
て
慎
重
な
見
方
と
な
り

ま
し
た
。

　

畜
産
で
は
、販
売
単
価
の
好
調
な
酪

農（
北
海
道
：
五
七
・
六
→
四
五
・
一
、都

府
県
：
五
二
・
二
→
三
〇
・
二
）、養
豚（
二

六
・
二
→
四
五
・
一
）、ブ
ロ
イ
ラ
ー
（
二

七
・
四
→
四
四
・
九
）、採
卵
鶏（
四
〇
・
八

→
三
二
・
七
）の
Ｄ
Ｉ
値
が
高
い
水
準
に

　　  ≦ −50 <　　  ≦ −20 <　　  ≦ −5 <　　  < 5 ≦　　  < 21 ≦

図１　農業景況天気図
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45.1

30.2

9.8

45.1

32.7

44.9

3.3

▲19.0

▲4.7

12.0

7.7

12.6

12.1

11.0

▲12.1

▲4.0

24.6

20.0

▲17.4

34.4

3.9

29.4

［DIの値とお天気マークの関係］

（注）DI値に2.5以上の差異がある場合は上向きまたは下向き矢印。2.4以内の場合は平行矢印。
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あ
り
ま
す
。一
方
、肉
用
牛（
五
〇
・
三
→

九
・
八
）は
素
牛
価
格
が
高
値
基
調
の
中
、

販
売
単
価
が
下
落
し
た
こ
と
か
ら
大
幅

に
悪
化
し
ま
し
た
。

　
通
年
見
通
し
は
天
候
不
順
が
影
響
か

　

二
〇
一
七
年
通
年
の
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、

一
六
年
の
二
〇・〇
か
ら
一
六・七
ポ
イ
ン

ト
低
下
し
、三・三
と
な
り
ま
し
た
。天
候

不
順
が
作
物
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、

そ
の
影
響
が
下
半
期
も
続
く
と
の
判
断

と
見
ら
れ
ま
す
。

　

見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、一
六
年
と
比
べ
て
大

半
の
業
種
で
悪
化
し
、施
設
野
菜（
二
六・

三
→
一
二・六
）、果
樹（
二
五・六
→
一
一・

〇
）、露
地
野
菜（
一
四・七
→
七・七
）、酪

農（
北
海
道
：
五
七
・
六
→
二
四
・
六
、都

府
県
：
五
二
・
二
→
二
〇
・
〇
）、採
卵
鶏

（
四
〇・八
→
三・九
）と
な
り
ま
し
た
。肉

用
牛（
五
〇・三
→
▲
一
七・四
）、キ
ノ
コ

（
一・一
→
▲
四
・
〇
）、施
設
花
き（
一
一・

八
→
▲
一
二
・
一
）は
販
売
価
格
の
下
落

な
ど
を
見
通
し
て
大
幅
に
悪
化
し
、マ
イ

ナ
ス
に
転
じ
る
見
通
し
で
す
。

　

稲
作（
北
海
道
：
▲
四
・
九
→
▲
一
九
・

〇
、都
府
県
：
二
三
・
六
→
▲
四
・
七
）は

調
査
時
に
天
候
不
順
が
続
き
、生
育
が

不
透
明
な
こ
と
か
ら
見
通
し
は
大
幅
に

悪
化
し
て
い
ま
す
。ま
た
、水
田
転
作
で

大
豆
作
を
行
っ
て
い
る
経
営
体
に
お
い

て
は
、畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金
の

改
定（
大
豆
平
均
交
付
単
価
一
四
～
一
六

年
：
一
万
一
六
六
〇
円
／
六
〇
㌔
グ
ラ
ム

→
一
七
～
一
九
年
：
九
〇
四
〇
円
／
六
〇

㌔
グ
ラ
ム
）や
大
豆
販
売
単
価
下
落
の
影

響
が
考
え
ら
れ
、稲
作
経
営
は
経
営
総

体
と
し
て
注
視
が
必
要
で
す
。

　
一
方
、販
売
価
格
が
好
調
な
養
豚（
二

六
・
二
→
三
四
・
四
）、ブ
ロ
イ
ラ
ー
（
二

七
・
四
→
二
九
・
四
）、一
六
年
の
台
風
か

ら
の
回
復
が
見
込
ま
れ
る
畑
作（
▲
一

七・
六
→
一
二・
〇
）は
改
善
の
見
通
し
と

な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、販
売
価
格
の
下

落
が
続
い
て
い
た
茶（
一
一
・
一
→
一
二
・

一
）は
底
値
を
つ
い
た
と
の
見
方
が
広
が

り
、横
ば
い
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、一
七
年
上
半
期
の
雇
用
状
況
Ｄ

Ｉ
は
一
六
年（
▲
三
三
・
六
）か
ら
横
ば
い

の
▲
三
四
・
六
と
な
り
ま
し
た
。

　

他
産
業
と
の
競
合
な
ど
か
ら
、深
刻

な
労
働
力
不
足
の
状
況
が
続
い
て
お
り
、

日
本
公
庫
に
は
生
産
者
か
ら
、設
備
投

資
に
よ
る
生
産
性
向
上
を
図
り
労
働
力

不
足
を
補
う
と
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
情
報
企
画
部　

淺
野 

真
宏
）

［DIについて］
⃝天気図はＤＩ（Diffusion Index）と呼ばれる指標により作成。
　アンケートの各項目への回答は、「①良くなった　②変わらない　③悪くなった」から一つ選ぶ形式となっており、前年と比較して「良くなった」の構成比から「悪くなった」の構成比を差し引いたもの。

︻
調
査
概
要
︼

⃝

調
査
時
点
・
方
法

　

二
〇
一
七
年
七
月
・
郵
送
調
査

⃝

調
査
対
象

　

ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
／
農
業
改
良
資
金

　

融
資
先（
計
二
万
一
三
一
五
先
）

⃝

有
効
回
答
数

　

五
一
一
六
先（
回
収
率
二
四･

〇
％
）

図２　収支ＤＩ、資金繰りＤＩ、販売単価ＤＩ、生産コストＤＩの推移
収支DI 資金繰りDI 販売単価DI 生産コストDI

2016年 2017年 2016年 2017年 2016年 2017年 2016年 2017年
農業全体

耕
　
種

畜
　
産

稲作
(北海道)

稲作
(都府県)

畑作
露地野菜
施設野菜

茶
果樹

施設花き
キノコ
酪農

(北海道)
酪農

(都府県)

肉用牛
養豚

採卵鶏
ブロイラー

16.7
▲13.7

23.8
▲24.7

13.1
20.3
8.1

19.3
9.1

▲1.0
57.0
48.4
48.6
19.1
44.8
29.1

10.0

8.2
▲2.9

6.9
30.7

▲20.0
▲11.4

31.6
21.8

▲4.3
40.9
28.6
15.0

15.5
▲2.5
13.5

▲3.3
14.2
19.8
4.3

14.7
7.3
1.0

45.7
42.1
34.6
32.4
44.8
29.1

9.1
▲7.1

2.5
6.3
9.7
4.8
4.3

16.2
▲13.6
▲14.8

34.9
26.6
11.8
42.4
34.7
34.5

26.1
19.9
33.4

▲3.5
16.5
26.0

▲1.3
34.9
7.3

▲18.2
79.3
50.7
76.4

▲15.1
▲12.0
▲9.7

0.4

▲2.6
▲24.1

12.5
31.3

▲40.0
▲50.0

64.6
18.8

▲16.0
49.0

▲11.1
23.1

▲19.1
▲24.2
▲11.5
▲32.6
▲28.9
▲26.5
▲11.1
▲31.3
▲21.9
▲22.4
▲4.9
▲0.7

▲37.3
16.9
11.2

▲4.8

▲20.9
▲24.8
▲13.4
▲23.4
▲32.0
▲32.3
▲24.1
▲31.8
▲46.5
▲25.6
▲22.6
▲8.1

▲25.3
11.3
3.0

▲13.8

（注）水稲および畑作は、調査時では多くが未収穫のため、調査していない。

−（注）

−（注）

−（注）

−（注）

−（注）

−（注）
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近
年
、高
収
益
農
業
経
営
の
一
つ
と
し

て
注
目
さ
れ
る
ト
マ
ト
作
に
つ
い
て
、ま

た
素
牛
価
格
の
高
騰
な
ど
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
肉
用
牛
経
営
に
つ
い
て
、そ
れ

ぞ
れ
商
品
の
消
費
動
向
を
知
る
こ
と
で

経
営
の
材
料
に
な
る
こ
と
を
目
的
に
、

「
生
鮮
ト
マ
ト
と
牛
肉
の
消
費
動
向
」に

つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

ト
マ
ト
の
消
費
動
向

　
鮮
度
と
価
格
を
重
視

　

ト
マ
ト（
ト
マ
ト
を
家
庭
で
調
理
し
た

場
合
も
含
む
）を
食
べ
る
頻
度
を
聞
い
た

と
こ
ろ
、「
週
に
数
回
」三
九
・
六
％
が
最

多
回
答
と
な
り
ま
し
た
。次
い
で「
月
に

数
回
」二
二
・
八
％
、「
ほ
ぼ
毎
日
」二
〇
・

五
％
、「
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
」一
七
・

二
％
の
順
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
、ト
マ
ト
を
消
費
す
る
形
態
を
聞

い
た
と
こ
ろ
、「
そ
の
ま
ま
食
べ
る
」が
七

三
・
四
％
、「
サ
ラ
ダ
」が
七
一・
六
％
と
七

割
を
超
え
る
一
方
で
、「
炒
め
物
・
煮
物
・

鍋
」「
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
」「
自
家
製
ソ
ー
ス
」

は
、各
一
八・
八
％
、一
六
・一
％
、八・五
％

と
二
割
以
下
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

消
費
者
は
、洗
う
だ
け
で
そ
の
ま
ま
食

べ
ら
れ
る
手
軽
さ
、い
わ
ゆ
る「
R
e
a
d
y 

t
o 

E
a
t
」食
品
と
し
て
、生
鮮
ト
マ

ト
を
捉
え
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。

　

ト
マ
ト
を
購
入
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト

は「
鮮
度
」が
七
四
・
八
％
と
最
も
高
く
、

次
い
で「
価
格
」七
〇
・
八
％
、「
産
地
」四

○
・
二
％
、「
味
・
食
感
」三
八
・
二
％
と
四

割
前
後
と
な
り
ま
し
た
。一
方
で
、「
ブ
ラ

ン
ド
」八・九
％
、「
機
能
性（
高
リ
コ
ピ
ン

な
ど
）」四・三
％
と
一
割
以
下
と
な
り
ま

し
た
。こ
の
こ
と
か
ら
、ト
マ
ト
の
購
入

は「
鮮
度
」と「
価
格
」を
重
視
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
新
商
品
の
購
入
意
欲

　

現
在
、高
糖
度
や
機
能
性
ト
マ
ト
の

生
産
な
ど
新
た
な
品
種
の
開
発
や
産
地

ブ
ラ
ン
ド
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。こ
れ
ら

の
商
品
を
消
費
者
が
購
入
し
て
み
よ
う

と
思
う
価
格
帯
は
、ど
の
程
度
か
を
聞

き
ま
し
た
。そ
の
結
果
、割
高
で
も
購
入

し
て
み
た
い
と
い
う
階
層
は
高
糖
度
ト

マ
ト
で
五
五
・
八
％
、新
た
な
品
種
や
ブ

ラ
ン
ド
は
三
五
・
九
％
と
な
り
、高
い
価

格
を
許
容
す
る
消
費
者
は
一
定
層
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た（
図
１
）。

　

そ
の
一
方
で
、今
後
の
ト
マ
ト
へ
の
家

計
か
ら
の
支
出
額
に
つ
い
て
、八
割
超
は

「
現
状
の
ま
ま
」、「
増
や
し
た
い
」は
一
割

に
と
ど
ま
り
ま
し
た（
図
２
）。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、高
糖
度
ト
マ
ト
や
新

し
い
品
種
、ブ
ラ
ン
ド
に
興
味
は
あ
る
も

の
の
、支
出
額
そ
の
も
の
は
現
状
維
持
と

消
費
者
の
シ
ビ
ア
な
一
面
が
う
か
が
え

ま
す
。

牛
肉
の
消
費
動
向

　
購
入
志
向
が
変
化

　

牛
肉
の
消
費
動
向
は
ど
う
で
し
ょ
う

前項では「2017年上半期農業景況調査」を掲載して
ありますが、ここでは「2017年度上半期消費者動向
調査」にて農産物の消費動向がどのように変化して
いるのかを調べました。
野菜、畜産物を代表し、トマトと牛肉についての調査
結果をご紹介します。

●

か
。ま
ず
赤
身
肉
と
霜
降
り
肉
に
つ
い

て
、そ
の
購
入
頻
度
に
つ
い
て
現
在
と
五

年
前
と
の
比
較
で
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
赤

身
肉
を
購
入
す
る
こ
と
が
多
い
が
霜
降

り
肉
を
購
入
す
る
こ
と
も
あ
る
」が
四

四
・
五
％
と
四
・
四
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
ま

し
た（
図
３
）。

　

ま
た
、「
常
に
赤
身
肉
を
購
入
す
る
」

も
二
四
・
〇
％
と
わ
ず
か
に
上
昇
し
て
お

り
、霜
降
り
肉
よ
り
も
赤
身
肉
を
好
む

傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、牛
肉
の
イ
メ
ー
ジ
を
和
牛
肉

（
日
本
で
長
い
時
間
を
か
け
て
品
種
改
良

さ
れ
て
き
た
黒
毛
和
種
な
ど
の
四
品

種
）、交
雑
牛
肉（
和
牛
と
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

種
な
ど
の
乳
用
種
を
交
雑
し
た
牛
）、国

産
牛
肉（
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
な
ど
の
乳
用

種
）、輸
入
牛
肉
と
い
う
種
類
別
に
聞
き

ま
し
た（
図
４
）。

　

和
牛
肉
は「
お
い
し
い
」八
五
・
三
％
、

「
価
格
が
高
い
」五
九
・
〇
％
、「
軟
ら
か

い
」五
七
・
六
％
が
他
の
牛
肉
に
比
べ
一

〇
ポ
イ
ン
ト
以
上
高
く
な
り
ま
し
た
。

輸
入
牛
肉
は「
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
る
」二

五
・一
％
、「
脂
っ
こ
い
」一
九
・
四
％
が
他

の
牛
肉
よ
り
も
高
く
な
り
ま
し
た
。

　

牛
肉
の
価
格
水
準
は
、交
雑
牛
肉
、国

産
牛
肉
、輸
入
牛
肉
は「
現
在
の
価
格
が

妥
当
」が
五
割
を
超
え
ま
し
た（
図
５
）。

一
方
で
、和
牛
肉
に
つ
い
て
は「
値
下
げ
」

が
妥
当
の
回
答
が
他
の
牛
肉
よ
り
高
く

な
り
、和
牛
を
割
高
と
感
じ
て
い
る
人
が

生鮮トマトは
「Ready to Eat」食品

牛肉は赤身肉の
購入機会が増加
―２０１７年度上半期 消費者動向調査―
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図２　今後の生鮮トマトへの家計からの支出額

図５　牛肉の価格水準

図３　赤身肉と霜降り肉の購入頻度

現状のまま

現在の価格が妥当
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︻
調
査
概
要
︼

⃝

調
査
対
象
：
全
国
の
二
〇
歳
代
～
七
〇
歳
代

の
男
女
二
〇
〇
〇
人（
男
女
各
一
〇
〇
〇
人
）

⃝

実
施
時
期
：
二
〇
一
七
年
七
月

⃝

調
査
方
法
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ア
ン

ケ
ー
ト

［
注
］図
に
つ
い
て
は
、四
捨
五
入
の
関
係
上
、合

計
が
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

他
の
牛
肉
に
比
べ
て
多
い
結
果
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、今
後
の
牛
肉
へ
の
支
出
額
を

種
類
別
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、和
牛
肉
は

「
増
や
し
た
い
」一
八
・
六
％
が「
減
ら
し

た
い
」七
・
〇
％
を
一
一・
六
ポ
イ
ン
ト
上

回
り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、そ
の
他
の
牛
肉
で
は

「
減
ら
し
た
い
」が「
増
や
し
た
い
」を
上

回
り
ま
し
た
。特
に
輸
入
牛
肉
を
減
ら

し
た
い
と
い
う
回
答
が
他
よ
り
多
く
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、消
費
者
は
価
格
を
重

視
し
つ
つ
も
、よ
り
お
い
し
い
も
の
を
求

め
て
い
る
と
い
う
見
方
が
で
き
る
と
思

わ
れ
ま
す
。（

情
報
企
画
部　

五
十
嵐 

拓
）

　

今
回
ご
紹
介
し
た
内
容
を
含
む
本
調

査
結
果
に
関
す
る
公
表
資
料
は
、当
公

庫
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。（https://w

w
w

.jfc.go.jp/n/
findings/

）　　
　
　
　
　
　
　

    


